
カンザス州概要

政 治 経 済 日本との関係

【州政治】
１．知事：ローラ・ケリー(Laura Kelly) (民）

2019年1月就任，現在1期目
２．議会構成：二院制

上院議席数 40 民主党 11 共和党 29
下院議席数125 民主党 39 共和党 86 

３．内政状況：
カンザス州は伝統的に共和党が強く，大統領選で

は1968年以降共和党候補が勝利している。連邦上
院議員も２議席とも1932年来共和党議員が務めてい
る。同州は1958年来のright to work（労働組合によ
る従業員の組合費自動徴収撤廃を認める）州である。

知事は共和党と民主党とで交互に選ばれる傾向
にあり，2018年選挙でケリー知事（民）が大接戦の末

にトランプ大統領に近しい超保守派のコーバック州
務長官（共）を制した。

民主党のケリー知事はブラウンバック元知事の政
策による大規模な州財政赤字を立て直す等の功績
をあげたが，知事の新型コロナウイルス対策目的の
各種規制等を巡り共和党主導州議会とは対立が
あった。同知事は2022年の知事選に立候補を表明し
ている。

トランプ政権下で国務長官を務めたポンペオ前
国務長官は, カンザス州最大都市ウィチタを含むカン
ザス州連邦下院第4区で2011年から6年間連邦下院
議員を務めていた。

面積：213,096平方キロ
（日本の本州より若干小さい）（全米50州中15位）

人口：2,937,880人（2020年国勢調査）（全米35位）
（白人75.6%, 黒人5.7%, ヒスパニック13.0%, アジア2.9%)
（2020年国勢調査））

州都： Topeka 愛称：Wheat State

【連邦政治】
１．大統領選挙人数：6名
２．2020年大統領選挙における勝利政党：

共和党（得票率56.2％）
３．連邦上院議員

ジェリー・モーラン(Jerry Moran)(共)
ロジャー・マーシャル(Roger Marshall)(共)

４．連邦下院議員（議席数4名）
民主党1名 共和党3名

【要人往来】

（往）日米中西部会出席のため，知事または副知事
が訪日（04年9月セベリウス知事，07年9月パーキ
ンソン副知事）。
（来）2011年10月，平塚市長一行が姉妹都市提携
20周年記念事業のためローレンス市に来訪。
【文化，広報関係】

米国中部日米協会（ミズーリ州とカンザス州をまた
ぐカンザスシティ）が活発に活動している（1962年創
設）。2012年の設立50周年には，外務大臣表彰を

受賞した。同協会は，毎年秋に数千人規模の日本
祭を開催（2020年はオンライン，2021年は中止）。

カンザス大学は東アジア研究センターを有し，幅
広い日本研究が行われている。カンザス州立大学
は州内で最も古い公立大学で, 食肉研究等の農学
や工学・航空学などで知られており, マイヤーズ元
在日米軍司令官が学長を務めている。

州内フォートレブンワース市には，アメリカ陸軍指
揮幕僚大学があり, 陸上自衛隊から留学生等を受
け入れている。

ローレンス市のフレンドシップパーク内に日本庭
園がある他，2020年8月，トピカ市でも元州最高裁
長官が私財を投じ日本庭園開園。
【在留邦人数（2021年10月1日現在）】

1,655人
【日本人学校・補習校数】

補習校１校（レネックサ）
【姉妹都市関係（３）】

小美玉市（旧美野里町）（茨城県）―アビリン
平塚市（神奈川県）―ローレンス
近江八幡市（滋賀県）―レブンワース

【名誉領事】

ジェームズ・サトシ・カンキ（ミズーリ州カンザスシ
ティ及びカンザス州カンザスシティ）

【州経済】
１．主要産業

・農業：穀物（冬小麦等），畜産（牛）
・製造業：自動車，航空機，食品加工業等

２．GDP： 1,627億ドル（2021年）
３．１人当たり個人所得：59,324ドル（2021年）
４．失業率： 2.5％（2022年3月）
５．輸出額：12,579百万ドル（2021年）
６．輸出品目：加工食品，輸送用機器，農産物，一

般機械，化学製品
７．輸出相手国(2021年)：

メキシコ (22%), カナダ(16%)，中国(9%),
日本 (9%),韓国(5%)

８．財政：（2019年度）(出典 U.S. Census Bureau)
歳 入：22,465百万ドル
歳 出：20,698百万ドル
債務残高： 7,418百万ドル

９．経済状況
カンザス州は，米国を代表する小麦（全米2位）と

肉牛（同3位）の生産州である。製粉・食品加工等

の農畜産物関連事業も盛ん。ウィチタを中心とした
航空機産業，特に小型自家用機生産は全米一を
誇る。

【対日経済】
１．対日輸入額：851百万ドル（2021年）
２．主要輸入品目：一般機械，電子電算機器，化学

製品
３．対日輸出額：1072百万ドル（2021年）
４．主要輸出品目：加工食品，輸送用機器，雑品，

化学製品，一次金属製品
５．日系企業の進出数／雇用数：61事業所／

3,847人（2021年）
６．州駐日事務所なし（閉鎖），日米中西部会には

2012年に脱退後，2018年に復帰

令和4年5月現在
在シカゴ総領事館


